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秋田県農村食生活中のナトリウム，食塩，カリウム，鉄，

銅の摂取量について

食品栄養科 菊地亮也

合計 13 0名を調査した。

2調査時期

本態性高血汀症が起こると思われる諸囚子のな 昭和 44年 2月中の祝祭日をさけた 1日「lf,

かで．食生活からの因子を諸研究者が報告してお 8調査実験内容および方法

り．なかでもナトリウムの増加は．細動脈壁の抗 1)栄養摂取状況

奮性を高め．また抵抗を高め血圧を上昇させるも 1日分の摂取した食事および間食等屯同簸の食

のと考えられている。日本人の餃生活中でナトリ 事をそれぞれ調理形態別にポリ袋応収紡させて買

ウムの殆どは食塩から摂取されている。 上のうえ．計量し調理による重量変化指数により

秋田県の食塩のとり方と血圧の相関は佐々↑）． 原食品に換算し日本食品成分表により栄養抵を求

児島・認らが報告しているが．何れも純摂取量 め，その後全食事を粉砕，ホモジナイ．7..して分析

でなく 口の消費量である。本県は特に山菜等の に供した。

塩蔵が多く，摂取する際は塩抜きする関係から． 栄養摂取量および食品群別獨孜藍らが必Eへき地

食塩の純摂取量は明らかでない，従つて萬血圧に 栄養調査成績として県厚生部にて蔀，'..--:-•いるの

関連する塩類代謝荼礎資料としての食塩摂取量お で本報告では省略する。

よび血圧との関係．また血圧のレベルを有意に低 2)身体状況と血液性状

l)させると言われているカリウム摂取量の調査， 身体症候調査．自覚症状，血仔＇：こ庄奇区対

析を行った。 象に行なわれ．上小阿仁村南板，｀．．， 9,．ぇ：買．河

ま・た農村婦人に多いと言われている貧血の栄養 辺町岩見，西枯虹こ檜木内の4地［文',. ．．^ てば全血

因子中，造血作用に最も関連の深＾ミネラルで， 比重・血清比重（硫酸銅法）．ーこ，プ ．＇ン（ザ

言十算上での摂取蘊把握が難易である銅の摂取量を 一リー法），ヘマトクリット(-";.',.,'.,!]万ー血清比

調査するとともに．鉄の摂取量の分析値と食品成 重の計算より），血清総嚢白（「口上1臼折計による

麟による計算値を併せて調査したので報告する。 ）およびフリッカー値を 4地区',lfi 0名を対象

に測定した。

は じ め に

調査実験方法

1調査対象およてら＼員

昭和 44年 2月秋田県で実施したへき地栄養調 本報告は各地区 10名計13 0名を対象にする

査のたかから花輪町上台．田代町大野．上小阿仁 ので．上記総員の成績は付表として後載する。

村南沢．ニッ悶「名左エ門．五城目町合地．男鹿 3)ナトリウム．食塩．カリウム．鉄．飼の摂取

市戸賀加茂，河辺町岩見字鵜養．東由利村泡の淵 量

向田，鳥海村伏見択．西木村上檜木内．千畑村善 前記栄蓑摂取量調査のホモジナイズした全食事

知烏．山内村南郷．雄勝町役内の 13市町村 20 より試料として約 15 flを 10 5℃で乾燥し． 550

オ～ 59オの枷民を対象に各保健所毎 10名あて ℃にて乾式灰化処理を行ない．その灰分｀□柾酸で
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溶解，蒸発乾固，ろ過し塩酸性溶液として測定に

用いた。

ナトリウム，カリウム（以下 N~,K とす）は日

立 FPF-2形炎光光度計にて Naでは主波長5

8 9 mAI.干渉フイルクー， Kは主波長 768m./t

の干渉フィルクーを用いて測定した。食塩量はNa

に2.5 4 2を乗じ塩分量とした。

鉄，銅（以下 Fe, Cuとす）は日立 20 7形

原子吸光分光光度計および 20 7 - 0 0 5 0原子

吸光附属装置を用いた。本装置のバーナーは火口

9 c:mのもので空気，アセチレン炎を用い，濶定条

件は波長Fe2483A• Cu3247i.,ラン

表 1 農村食生活の 1 人 1 日当りのナトリウム・食塩•カリウム・鉄・銅の摂取量

プ電流!l'elOmA・ Cul5mA,スリット 1

アセチ Vン圧0.5Kt;/cnf •. 3 L /min ，空気圧L8

Kt;/ cnl • 1 3,£/ minで測定した。

1ナトリウム，食塩

ナトリウムの最小必要量は比較的少なく，その

排泄量からみて 1日0.5町と推定されている，日

常の摂取量は夏の暑い気候で発汗のはげしい時を

除いて 2~69とされているが，秋田県の場合表

1のように平均 7.1 fである。

ナトリウム(Na)・食塩(NaCll) 力 リ ウ ム (K)  

市町村名
N 紐何 NaCl Cf 属占迄涵(9 N 副鉤氾:,CDK匂主食兄丑）k蛉 1彫遂預譴祁

花輪町上台 9 5474 18. 9 2 11.07~1邸 5 10 1467 805 L7 7 

田代町大野 It 6856 1 fl 1 6 1Q06～暉07 10 1 1 5 0 278 1. 4 8 

上小呵仁村南沢 9:'1162 1 8. 2 1 1ば1~2て21 10 I 8 8 7 278 L6 6 

二ツ井町名左エ門 10 '1!132 2 (l16 1函～30.88 10 l 8 0 3 8 1 9 2.1 2 

五城目町合地 9 7152 1 & 1 8 lt42~2畑 10 1746 3 1 6 2. 0 6 

男鹿市戸賀・加茂 10 6500 I Ii 5 7 11.49~21.59 10 1660 1 7 9 L8 4 

河辺町岩見字鵜養 9 6363 I 6. l 8 1203~2R69 10 159 7 2 45 L8 4 

東由利村泡の渕向田 10 8682 2 2. 0 7 l'Z22-..2&15 lll l 8 0 7 237 2.0 4 

鳥海村伏見沢 10 8273 2 1,0 3 la35~1(l62 10 18 9 7 2 3 9 2, 1 4 

西 木村上檜木内 9 7694 1 9. 5 6 11.lJU~81.76 10 1807 237 2.0 4 

千畑 村善知鳥 10 6743 1 7. 1 4 10.58~30.08 10 1 7 6 0 256 2.02 

山 内村南郷 8 7471 l 9. 0 0 1249-35 b l 10 1 9 2 2 309 2. 2 3 

雄勝町役内 9 6607 1 6. 7 9 1(l41~2183 lO l 4 4 7 227 L6 7 

乎 均 1勾 7138 1 &I 4 1(l{).6~35.l;l 130 1 6 5 0 263 L9 1 

カリウム (K) 鉄 (Fe) 銅 (Cu } 
市町村名

最4値→影舗9 副ヵも食のか比&:;/D祉K頃対：B％ 虻 N 西阿り 値最榊J値4妖 N Cu呻 最値剛増r最大

花輪 町上台 I.I 8~ 2.8 5 8 2.8 : 1 7.2 10 1 5. 8 s--26.6 

田 代町大野 (l96~ 1.d 5 8(14" 19.6 10 1 2.9 14~ 1邸 10 1 L6 必 26.3

上小河仁村南沢 (l7 5~2.1 2 8 &6 • 1 ft 4 10 l a8 'Z1~22.4 3 6. 2 “'Z9 
ーメ井町名左エ門 Ll 4~'3. 25 8 5. 0• 15.0 JO 1 4.2 邸～ 2L2 10 て4 a1~ 1'Z1 
五 城目町合地 0.92-&9 2 84.8・15.2 10 1 80 129^ョ 252

男鹿市戸賀・加茂 1.1 3~ 2.3 3 9 (l2. 9 8 10 l 2. 7 6.9~180 5 1 4.0 'Zg,--, 2碑

河辺町岩見字鵜飼 L24-2.82 86.7'1&3 10 l a5 9.6~ 1'Z4 10 84 “)-... 228 

東由利村泡の渕向田 l1 9~2.8 7 8&4.'1L6 9 l 68 118~24.4 10 62 ae  12.6• 
鳥海村伏見沢 0.7 7-、a39 8 &9・1L 1 10 1 li9 5.4~ 284 10 8.1 “卜 1“
西木村上檜木内 09 8~a 3 3 88.4"IL6 10 1 6. 4 邸～ 2位

千 畑村善知鳥 l 4 4~a10 8'Z 3・l2. 7 10 1 6. 1 1年 2(l3 a ao ?A~222 

Ill 内村南郷 0.9 7~4.1 2 8 6. l・1a 9 10 1 6. 2 a8~ 260 10 80 a1じ
雄勝町役内 LO 1~2. l 2 8 114'・1a 6 10 l 4. 5 a7~3U 5 'Z 2 gi;... 125 

平 均 Q7 5~4.1 2 &・& 4 • 1 a 6 l ?.Q 1 5. t 凶～ 3U 82 'Z 2 2← 269 
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ナトリウムは塩素と結合して食塩になつて，主 実のようである。 令” 卜

卜 に体液中に存在しており，ナトリウムとともに血 本調査の結果は表1のように平均1人1日当り
！ 

圧の消長に関係があるといわれている。高血圧発 1 8.1 4'i,個人の最高値が35. 5 1'iとなつて

！ 
現率と食塩摂取量との関係が報告されているが， いる。食塩こ：りは成人15 9と考えられてい ｀ 令

殆ど食塩の消費量であり，摂取量の把握が明らか るので39 結果となる。， （ 

でない，消費量については 1人1日当り昭和1[) しかし本調査で全食事買上げする際特に摂取し

年では 32. 8 § 4 ） 2 ， 昭和37年 25.7 i) ，昭和40 た調味料と同量を忘れずポリ袋陀収納させるよう

年26. 5'l,年28. 4'i, 4 3 2 6. 6 鉱 指導を行つたが，完全匹全量サンプルとして求め

あるが，本県の場合は山菜，野菜等の塩蔵（ られなかつたものもあり得るので，実際の平均直

に摂取する際は塩抜きする）家畜の飼料等に使用 は若千多くなるものと考えられる。

されている量が不明である。 また地区別にみると平均値14 9~2 2 9とか

また秋田県農民の 1日尿中の塩化ナトリウム排 なりの差がみられる。 20 9以上の摂取町村は二

泄量は 2誡9 （東京都民平均 14.5 i)と多く， ツ井町，東由禾l1ii，烏海村である。

また一方 栄養調査結果からの推定食塩摂取5息~ 2食塩摂取量と血圧値の関係

は 12.0~1 4.4 ~,成人換算の場合はi 3. 食塩摂取量の関係で血圧の（塩分調査者のみ）

1 6. 5'Iとみられていることからも秋田県心塩分 乎均値は表2のとおりである。

消費量および摂取量とも他県に比ぺ多いことは事

表 2 血圧の平均値

（塩分調査者 12 D名）

血 圧―Hg
市町村名

最大 最小

花 輪 町 上 ムにコ 13 5.6 7 8.9 

田 代 町 大 野 1 33.4 82.4 

上小呵仁村南沢 12 8.9 8 1.4 

ニッ井町名左エ門 14 9.7 89.6 

五城目町合地 143.8 86.7 

男鹿市戸賀・加茂 1 38.0 84,2 

河辺町岩見・鵜 養 13 7.2 8 3.4 

東由利村泡の渕・向田 16 6.0 9 3.2 

鳥海村伏見沢 144.8 76.8 

西木村上檜木内 1 1 9.8 76.3 

千畑村善知 鳥 1 43.6 912 

山 内 村 南 郷 132.4 7 7.2 

雄勝 町 役 内 137.0 81.4 

平 均 13 8.8 83.5 

最大血圧と食塩摂取量との関係については図l

のように相関係数十 0.50 7で， 10，，，の危険率

では相関を示している。

図 1 塩分摂取量と血圧（最大）の関係
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食塩摂取量平均 20'l以上の地区ニッ井町，東

由利村，鳥海村の血圧平均値はニツ井町15 0, 
東由利村16 6,鳥海村 14 5と何れも上位で高

血圧群である。
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ー（最小）の関係

査からのカリウム摂取量は比較的少なく・ナトリ

ウムが多いことから NaとKの乎衡がアンバラン

スのように考えられる。

•東由利村図 3 カリウム摂取量と血圧（最大）の関係
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圧

最小血圧については図 2のとおり有意な相関は mmH g 120 130 140 150 lfiO 170 

みられないか，花輪’町、田代町，河辺町．男鹿市， ・血 圧

五城目町，二｀／ jキじ］• 9.'・ト：」利が紅ついては直線的

な正の．へ・．し．． •. •. f: /. o 

8カリウム

リンゴの多且打・̂ ' .-::')レベルを有意に低下

させ．これはカリ： ッj戎淑によると報告され．
1) 

一般にもカリウム性良品の摂取が血圧降下に効果

があるといわれている。カリウムの所要量はまだ

充分きわめられていたいが．成人では 1日2~4

であるから．普通に摂つている混食では約 49が

含まれていることから．健康であれば十分に平衡

を保つことが出朋ると言われているが．本調査の

結果は表 1に示すように地区平均分析値で最低値

1.4 39．最高値 2.2 3 <;,総乎均値で 1.9 1 <; 

で副食からのカリウム摂取比率は 86％を占めて

いる。

普通にとつている日本の食半では49とられて

S'ヽ るという摂取董に比ぺて約レ2の摂取量である。

ナトリウムの摂取量と食事中のカリウムとの比

率が重要であると一般的に考えられており．本調

図 4
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カリウム摂取量と血圧（最小）の関係
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圧

カリウム摂取屠調査者の血圧乎均値とカリウム

椀収量の関係は図 3,4のとおりであるが有意な

負の相関は認められなかった。

4鉄



鉄はヘモグロピン．ミオグロビン，チトクロー

ム等の成分として酸素運搬および組織内酸化作用

に寄与する大切な栄蓑素の一つである・鉄の所要

量については思春期以後の女子では急激な成長の

ため，また月経に備えてヘモグロビン値の向上が

望まれること，さらに月経による鉄の損失などの

ため 5叩程度の鉄を余分に摂取することが必要と

され，よつて所要量を 151?）．成人男子．閉経期

の女子は 10叩である。

本調査の分析値地区別乎均値は表 1のとおり最

小値 12,7叩，最大値 18.0叩・平均値15.1叩

でほぽ所要量に達しているが個人別にみると最小

値5.4,咤．最大値31.4叩とかなりの尻取格差が

みられる。また鉄の消化吸収等利用爬およぼす因

子としてフィチン酸，ビクミン C /-rミノ酸など

のほかにカルシウムとリンの比ヵ潅要であ_!.l.全

地区の ca:Pは1: 2. 5と1: 1~1 : 2の望ま

しば比率に比ペリンの摂取量の多いことから．鉄

の利用が十分でないと考えられるのでなお鉄の摂取

向上が望ましい。

鉄摂取量と血液比重の相関関係が認められてい

るが．本調査では全血比重．ヘモグ§)ピンの相関

は有意に認められなかつた。

表 3 鉄摂取量の分析値と計算値

(1 2 9名）

市町 ・村 名 分析値咤 計算値叩

花輪町上台 15.8 18.1 ．． 
田 代町大野 12.9 17.2 

上小阿仁村南沢 13.8 21.3 

二ツ井町名左エ門 1 4.2 18.7 

五城目町合地 18.0 169 

男鹿市戸賀・加茂 12.7 16.1 

河辺町岩見・蒻養 13.5 12.8 

蛙利村泡の淵・一向丑 1 68 17.0 
“̀ 

鳥海村伏見沢 1 5. g 18.3 

西木村上檜木内 16.4, 19.7 

千畑村善知鳥 16.1 12.3 
1 --

山内村南郷 16. 2 15.3 

9 雄- 勝町役内 I 14.5 I 11.7 

乎均 15.1 ! 16.6 
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鉄の分析値と計量によつた食品分析衷たよる計

算値の差異については表 8のとおり．全地区平均

値でみると分析値 15.1叩．計算値16. 6叩で計

算値より分析値が1.5叩少ない。分析値は調理後

の摂取量で計算値は原食品であり，従つて調理に

よる鉄の損失．和食の8心虹比ぺ10¢ と少な

い。これは実験的調理操 と本調査農山村の場合，

いまだ鉄鍋等鉄製調理器具の使用が行なわれてい

る世帯もある関係から．計算値よりかなり混い分

析値もあるように．調理器具の関係と考えられる。

また分析値と計算値との相関は有意に認められ

たかつたことも前記同様に各世帯の調理変化がそ

れぞれ異にしているものと考察される。

5銅

銅はヘモグロピン形成のために必要であること

は勿論銅の造血作用について多くの研究がなされ

ており．貧血の改善には鉄が十分利用されるため

に同時に銅も体内に十分なければならないことも

実験的に示されている。銅の必要最は正確なとこ

ろはわかつていないが． 1日当｛。色累界度とされ

ている。

本調査では原子吸光分光分析法が簡単に迅速に

定量出来ることから，本分析結果は表 1のとおり全

地区乎栂)<l.)分析値平均 7.2叩である。わが国の日

常食からは普通8~6叩の銅が容易に摂ることが

出来．不足の心配がないとされており．これらよ

り若干多い摂孜量である。また銅の分析値が特忙

商い世帯，最高値 26. 9叩もあるが，このことも

前述鉄同様世帯によっては師］の調理器具の使用結

果および水の影響とも考えられる。

ネズミの貧血改善には鉄の1/l.O の銅を添加す

ればよいという報告もある．本調査の鉄と銅の分
7) 

析比は鉄の約J,/2であった。

銅摂取量と全血比重およびヘモグロビン値の相

関は有意に認められなかつた。

ま と め

秋田県の農村食生活中のナトリウム，食塩．カ

リウム．鉄．銅の摂取撼を炎光光度計および原子

吸洸分光光度計での定量分析結果および血圧．血

液比重等の関係について調査した結果次のとおり
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である。

1)ナトリウム・食塩の1人 1日当りの摂取量に

ついてはナトリウム全地区平均7.18 8 9．食塩

1 8.1 4'Jであり所要量15'Jより約20r!J多い。

各地区別にみると 149~2 2 9とかなりの差

があり．また個人別では 10. 0 6'i~8 5. 5 1 9 

と摂取格差がみられ．血圧平均値の高い地区ほど

食塩の摂取量の多い傾向がみられた。

2)カリウム摂取量については全地区平均1.91 

9で日本人普通食事よりとられていると言われる

49の約レ2である。ナトリウム対カリウム摂取

比をみるとナトリウムが多く．カリウムが少なく

NaとKのアンバランスが考えられる。

カリウム摂取量と血圧の関係については有意な

負の相関は認められなかつた。

8)鉄の摂取量は全地区平均 15.1叩とほぼ所要

量に達しているが．全地区の Oa: Pは1: 2. 5 

とリンが多いことから鉄の利用が十分でないと考

えられるので．なお鉄の摂取向上が望ましい。

鉄摂取量と全血比重およびヘモグロピンの関係

については有意な相関は認められなかった。

鉄の分析値と計量して食品分析表による計算値

は分析値15.1叩，計算値 16. 6叩と約10 rfJの

調理による損失であつた。

4)銅の摂取量については全地区平均7.21111jでわ

が国の日常食からとられていると言われている 8

付 表 4地区全員の身体状況土｀よび血液性

~61fllJより若干多い摂取量であり，鉄の約レ2量

であつた。

銅掴取量と全血比重およびヘモグロピン値の相

関は有意に認められなかつた。

本実験の試料収集等にご協力いただいた各保健

所栄養指導員各位に深く感謝申し上げます。
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状結果を参考までに付記する。

宇 1 現 症 の 士 況

各 ‘`

上小阿仁村南沢 男鹿市戸賀 河辺町岩見 畠染月 性別乎均 総平均

男 女 女 男 女 女 男 1女 男女

(7) (28) (21) (15) (42) (48) 22) (139) (l 61) 

貧
人員

゜
1 

゜ ゜
1 8 

゜
5 5 

血 ，，， 

゜
8.6 

゜ ゜
2.4 6.8 

゜
8.6 3.1 

--←  

角 炎
人員

゜
4, 1 

゜
4 18 

゜
22 22 

ロ
伶

゜
14.3 4.8 

゜
9.5 27.1 

゜
15.8 13.7 

毛孔性角化症
人員

゜
1 

゜ ゜
l 8 

゜
5 5 

，，， 

゜
8.6 

゜ ゜
2.4, 6.8 

゜
3.6 8.1 

けん反 射！1人員
6 25 

゜
5 2 9 36 11 90 101 

％ 8 5.7 89.3 

゜
38.5 69.o 7 5.0 ~o.o 64.8 63.5 

ひ腹筋圧痛
人員 1 4! 8 1 2 5 2 19 21 

％ 1 4.8 14.3 i 38.1 I 6. 7 4.8 10.4 ao 13.7 13.0 
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｀ 
上小阿仁村南沢 男鹿市戸賀 河辺町岩見 1西檜太木村内 性別平均 総平均

男 女 女 男 女 女 男 女 男女

率 (7) (Z 8) (21) (15) (4 2) (48) (2 2) 189) (161) 

腫
人員

゜゜ ゜゜゜゜゜゚ ゜浮
各

゜゜ ゜゜゜゜゜゚ ゜人員

゜゜ ゜゜゜
1・ 

゜
1 1 

心 雑 音
％ 

゜゜ ゜゜゜
2.1 0.̀ 0.6 

゜人員 8 20 

゜゜゜
6 8 26 8 

そ の 他
伶 n 188 498 邸 8 09" 42.9 7 1.4 

゜ ゜尺 7 27 8 6 84 48 18 112 12 5 
現症のある人

伶 100.0 9 6.4, 88.1 140,0 81.0 89.8 59.1 805 ! 77.6 
米8症候群中一つ以上有症を認められた者および受検者の比率

（ ）は人員

表 5 自覚症状（農夫症々候群による）

性別
上小阿仁村南択 男鹿市戸賀 河辺町岩見 西木村檜木内 乎 均

人員 ＇，，， 人員 伶 人員 ，，， 人員． ¢ 人員 ，，， 

・男 4, 57 10 67 1 4, 64 

8点未満 女 ， 82 8 36 1 !', 8 6 24! 50 56 4,0 

平男女始 1 8 8 7 25 44, 

8点～ 6点 男 2 29 令 27 6 27 

（少し疲かれ 女 16 5? ， 41 2 .. 5'I 21 44 ? o 50 

ている） 認 18 51 28 49 

7点 以上 男 1 14, l 6 2 g 

女 8 11 5 23 8 7 8 6 14 10 

（疲れている］ 認 4 i2 4 7 

男 7 10 0 15 1しJ 22 10 0 

総乎 均 女・ 28 10 0 22 100 4,8 100 48 100 140 100 

認 85 100 57 100 
I 

米農夫症々候は肩こり，腰痛←．手足のしびれ，夜尿．息切れ．不眼．めまい，腹はりをこの 1ヶ月

いつもある・・・ 2 点．時々ある・・・ 1 点．なし・・• O点の得点法による。

表 6

（最大血圧） 血 圧の 状況

分性別―小-阿-仁村南沢 男鹿市戸賀 河辺町岩見 西木村檜木内 乎 均
1区

人員 ，，， 人員 伶 人 祐 人員 祐 人員 ，，， 

正常血圧 男 6 86 7 47 18 59 

(1≪h透

満） I 1 女 I 1 s I 67 I 11 I 50 I 27 641 40 I 83 I 96 69 
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別
＇小阿仁村南沢

人員 ！伶......:. 

14' 

ーー

・‘-

男鹿市戸賀r辺 町 1 見 1西木村檜木内

人員 I 各 人 員 ＿一色人員―丁了；

88 i 5
 

ー～•-一-·-·--.

平均f

心ロニ［
6 

｀

丹

i

7
 

26 

，
 

41 ”’
 17 8

 
7
 

26 

8
 

20 8
 

9

9

 .

.

.

.

 

,
 

7

,

-

4

 

2

1

1

 

2 ， ？ ！ e“ 9, 8 ! 19 i 5
 

lo l 17 12 

（最小血圧）

区 如lJ
上小阿仁村南沢 男鹿市戸賀河辺町岩見 西木村檜木内 ・I乎 均：

人員 佑 人員 ％人員 各 人員 伯 人員 佑 i ， 

正常血圧 男 7 100 10 67 17 '1'1―’ 1 

(90mmHg未

満 女 21 78 11 50 82 76 82 67 96 691 

境界城高血圧 男 4 2 7, 4.  18 

(g 0~g 5 
I 

叩謀未満） 女 8 11 ， 411 8 7 12 25 27 1 9 

高 血 圧 男 1 6 1 5 

(95mmHg以， i 

21 

i 
， 

41 上） ！女 l 8 l l I 9: 7 ！ | 
， 

l'1 ! 8 I 16 12 
I 

表 7・ 血 液 調 査 の 状 況

項 性
判定 基準

上小阿“仁ヤ村●●南択 男鹿市戸賀 河辺 町岩見 西木村檜木内 総・平均＇

目 別 人員 ，，， 人員 伶 人員 伶 人員 伶 人員 i 11, 

ヘ 85'!J未満 6 8 5.7 
1 屈3.3 1 5 7 | I 

7 7 
モ 男
グ • 8 5，，，以上 1 l 4.8 6. 7 28 
ロ
ピ ？謹未満 6 21.4 8 13.6 2 1.0 86 8 8.7 70 52 
ン女

7 5伶以上 22 7 8.6 19 86.4 16 39.0 7 16 8 64 48 

全 1.05 5 未満 5 7 1.4, 8 53.8 18 59 

血
男

1.0 5 5 以上 --ヒi-]  10 
28.6 7 46. 7 ， 41 

比
女

1.052 未満 3 5.7 18 5 6. 5 24 57.1 19 89.5 66 47 

重 1.05 2 以上 18 64<.8 10 48.5 18 4 2.9 29 60.5 75 58 

覇男
~.O g/d l.7'領 l 12.5 6 42.9 7 80 

総 ~.0 g/ d li).JJ: 7 87.5 l 11.o o.o 8 57.1 16 70 

蛋 女 ~.O g/dl未満 1 3.8 2 9.6 ， 22. 0 2 4.2 14! 10 

白 ~.0 g/d l.l:::lJ:: 2 6 息2 9.9 1 - 19 90.4 

32 7 8.0 46 9 5.8 1 28 90 

ヘ『女l I I __3• 9•-ヽ¢-未以-上潰- ~ ~ I 5 3 1 [O 0 .0 司25 •5 1 1| 8姓.6.51S2 ．b 0 1 0 48 1 5 7 
9 25 1 52.0 --'  42 8 5佑未満 8 9 42.9 

•• I●8.o i! ~ 9 9 | 58 I 1 3 5¢虹 lg I 7 0.3 l l 2 I I 5 7.l ; 
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表 8 血液性状および血圧の平均値

こ 血清総蛋白
血圧 I

全血 比 重 へモグロビン ヘマトクリット
最大血圧最小血圧性別

％ g/dl ％ mmHg mmHg 

1.0 516 7 5.0 7.88 3 5.6 133.2 8 2.4, I 

全 地区乎均 男女
(161). (155} (160) (16 0) (160) (160) 

LO 540 80.8 7.0 9 40.0 13 5.0 8 2.5 
男

(22) (2  2) ( 2  2) (2  2) ( 2 4,) (24) 
性 別 平 均

1.0516 7 4.1 7.48 3 5.0 13 2.9 82.3 
女

(13 9) (188) (1 88) (138) (13 6) (18 6) 

1.0 5 8 8 7 8.7 7.8 37.5 123.7 7 6.6 
男

（ 7) （ 7) （ 8) （ 8) （ 7) （ ？） 
上小阿仁村南沢

1.0521 7 7.5 '1.6 8 1.9 1 8 1.1 82.3 
女

(28) (28) (27) (2  7) ( 2 7) (27) 

1.050 8 80.6 'l.4 34.8 139.5 84.9 
男 鹿市戸賀 女

(22) { 22) (21) (21) ( 20) (2  0) 
—• 

1.0 544 81.l 6. 9 40.5 139.5 84.9 
男

(15) (1  5) (14) (14) ( 1 7) (17) 
河 辺町岩見

1.0515 7 2.8 '1.0 3 5.7 13 5.7 80.5 
女

(41) (40) (41) (41) ( 41) (41) 

34.0 1.0 508 70.3 7.7 128.8 83.0 
西木村檜木内 女

c 48) I (48) (48) (48) ( 48) (48) 
I 

-し-- - -

）内は人員

表 9 フ リ ツ カ 値

調 査地区名 性別 フ リ ツ カー値

上小阿仁村南沢
男 8 6. 7江1.50

女 3 2. 7 8士4.5 9 

男 鹿市戸賀 女 2 9. 8 2士3.96 

河 辺 町岩見
男 3 3. 40ざ4.6 2 

女 8 8.8 5士4.11 

3 2.5 6士5.4 0 西木村檜木内 女

｀ 
3 5. 1己2.85 

平
＋ 3 2.1 g_ 5. 5 2 

8 2. 5 8t5. 1 6 


